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Pavement Technologies for Low-Carbon Societies
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	そこで、筆者らは、舗装再生工法のCO2排出量の試算も行った。試算は、表層の補修工事（切削オーバーレイ工法）を対象とし、新規HMAを用いた場合とプラント再生舗装工法により再資源化された再生骨材を用いた場合、路上表層再生工法 (リミックス工法)の3ケースとした。なお、工事規模は、道路の幅員3.25m、2車線、延長200m(施工面積1,300m2)とし、既存の舗装面を3cm切削、5cmオーバーレイを行うこととした。
	図-6　リサイクル技術ごとのCO2排出量の試算例7)
	以上のように、中温化技術および舗装再生工法について、ライフサイクルを通じたCO2排出量を定量的に試算することによって、低炭素舗装技術としてのCO2削減効果の評価を行うことができた。舗装再生工法は、舗装工事により発生するアスファルトコンクリート塊のリサイクル率を約100%に達成させていることから、今後も高いリサイクル率を維持していくことで、CO2排出量を削減していくと考えられる。
	一方、中温化技術については、コストが普通のHMAに対して10～20%高くなることから、採用数が少なかったのが現状である。しかし、「国等による環境物品等の推進等に関する法律」（グリーン購入法）において、今年度（平成22年度）より、中温化アスファルト混合物（資材）として調達品目に指定されている。よって、今後、普及されていくものと予想される。なお、中温化技術は、グリーン購入法において新材を使用することとしているが、今後の課題として、再生骨材を用いた場合や排水性舗装に適用した場合の耐久性を明らかにする必...
	そこで、土木研究所では、「低炭素舗装技術の高度化に関する研究（平成22～24年度）」と題して民間会社、9社・グループ（大林道路（株），常温舗装技術研究会，世紀東急工業（株），大成ロテック（株），東亜道路工業（株），（株）ＮＩＰＰＯ，日本道路（株），ニチレキ（株），前田道路（株））と共同研究を開始している。本共同研究では、中温化技術を始め、路上再生工法や常温舗装技術など低炭素舗装技術について、既存技術の高度化を図るとともに、新たな技術開発を行っていく予定である。
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